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「
古
代
語
の
し
る
べ
」
第
九
回

シ
ヅ
ム
［
沈
］
と
シ
ヅ
ム
［
鎮
］

―
金
田
一
法
則
か
ら
見
る

―
（
上
）

蜂

矢

真

郷

『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』（
以
下
、『
上
代
編
』
と
示
す
）
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

し
づ
む
［
沈]

（
動
四
）
次
項
シ
ヅ
ム
（
下
二
段
）
に
対
す
る
自
動
詞
。
❶
沈
む
。
水
に
沈
む
。

、

｢

没
溺
、
上
沈
也
、
下
訓
沈
、
正
為
二

弱
字
一

倭
言
之
豆
牟

」
（
華
厳
音
義
私
記
）
「
難
波
潟
潮
干
な
あ
り
そ
ね

し

づ

む

、

沈
に
し
妹
が
光
儀
を
見
ま
く
苦
し
も
」(

万
二
二
九)

「
又
沈
二

濯

於
海
底
一

因
以
生
神
号
曰
二

し
づ
み

ス

ガ

タ

し
づ
み
ス
ス
ク

底
津
少
童

命
一

」（
神
代
紀
上
）
❷
鎮
ま
る
。
静
か
に
な
る
。
→
前
項
。「
あ
り
衣
の
さ
ゑ
さ

ワ
タ
ツ
ミ
ノ

ゑ
之
豆
美
家
の
妹
に
物
言
は
ず
来
に
て
思
ひ
苦
し
も
」（
万
三
四
八
一
）「
荒
し
男
の
い
を
さ

し

づ

み

手
挾
み
向
ひ
立
ち
か
な
る
間
之
都
美
出
で
て
と
我
が
来
る
」（
万
四
四
三
〇
）「
珠
衣
の
さ
ゐ

し

づ

み

さ
ゐ

沈

家
の
妹
に
も
の
い
は
ず
来
に
て
思
ひ
か
ね
つ
も
」（
万
五
〇
三
）
❸
沈
潜
す
る
。｢

古

し
づ
み

、

り
に
し
嫗
に
し
て
や
か
く
ば
か
り
恋
に
沈
む
手
童
の
ご
と
」
（
万
一
二
九
）
「
忽
沈
二

尩
疾
一

累

し
づ
ま

し
づ
み

旬
痛
苦
（
万
三
九
六
五
序
）「
沈
二

重
病
一

」（
古
文
書
一
四
、
天
平
宝
字
二
年
）｢

身
沈
二

疹
病
一

」

し
づ
み

し
づ
み

（
古
文
書
四
、
天
平
宝
字
二
年
）【
考
】（
「
沈
痾
自
哀
文
」
に
つ
い
て
、
略
）〔
❷
の
「
前
項
」

は
「
し
づ
ま
る
［
鎮
］(

動
四
）
」、
後
掲
〕

し
づ
む
［
沈
・
鎮
］（
動
下
二
）
前
項
シ
ヅ
ム
（
四
段
）
に
対
す
る
他
動
詞
。
❶
沈
め
る
。
水
に

沈
め
る
。「
内
二

彦
火
火
出
見
尊
於
籠
中
一

沈
二

之
于
海
一

」（
神
代
紀
下
）「
飄
風
忽
起
、
引
レ

匏

イ
レ

し
づ
む

没
レ

水
」（
仁
徳
紀
一
一
年
）「
汝

沈
二

是
瓠
一

則
余
避
之
、
不
レ

能
レ

沈
者
、
仍
斬
二

汝
身
一

」(

仁

し
づ
む

し
づ
め
バ

し
づ
め

ヲ

徳
紀
六
七
年
）
❷
鎮
ま
ら
せ
る
。
静
め
る
。
シ
ヅ
マ
ル
（
四
段
）
に
対
す
る
他
動
詞
。｢

御
心

を
斯
豆
迷
給
ふ
と
」(

万
八
一
三
）
「
種
々
大
御
手
津
物
彼
神
進
、
屋
波
志
志
豆
目
平
奉
止

詔

し

づ

め

ヤ

ハ

シ

し

づ

め

遣
下
給
支

…
其
神
乎

夜
波
志
々
都
米
上
奉
天

労
祀
支

」（
倭
姫
世
紀)

「
真
木
柱
太
き
心
は
あ
り
し

し

づ

め

か
ど
こ
の
吾
が
心
鎮
目
か
ね
つ
も
」（
万
一
九
〇
）「
し
づ
宮
に
忌
ひ
静
米

仕
へ
奉
り
て
」（
祝

し
づ

め

し
づ
め

詞
出
雲
国
造
神
賀
詞
）「
遂
得
三

安
二

定
区

宇
一

」「
以
鎮
二

元
元
一

」(

神
武
前
紀
）｢

己
命
之
御

し
づ
む
る
コ
ト
ア
メ
ノ
シ
タ
ヲ

し
づ
む
オ
ホ
ミ
タ
カ
ラ

魂

鎮

置
給
之
」(

出
雲
風
土
記
飯
石
郡
）

し
づ
め

右
の
四
段
動
詞
は
自
動
詞
、
下
二
段
動
詞
は
他
動
詞
で
あ
る
。
上
代
に
こ
う
し
た
組
合
せ
と
な
る
動
詞

は
、
釘
貫
亨
氏
『
古
代
日
本
語
の
形
態
変
化
』[

1
9
9
6
.
1
0

和
泉
書
院]

〔
第
三
部
第
一
章
、
も
と
「
上
代

語
に
お
け
る
自
他
対
応
形
式
の
史
的
展
開
」
（
『
国
語
論
究
』
２
［1

9
9
0
.
1

明
治
書
院
］
）
〕
が
挙
げ
ら
れ

る
よ
う
に
多
く
、
マ
行
動
詞
に
限
っ
て
も
、
別
稿
「
上
代
を
中
心
と
す
る
バ
行
動
詞
と
マ
行
動
詞
」(

｢

萬

葉
」

［2
0
2
1
.
3
]

）
に
見
た
よ
う
に
、『
上
代
編
』
に
項
の
あ
る
も
の
で
シ
ヅ
ム
［
沈
／
鎮
］
の
他
に

231

15

組
が
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
自
動
詞
で
沈
む
意
と
鎮
ま
る
意
と
を
分
け
、
他
動
詞
で
沈
め
る
意
と
鎮
め
る
意
と
を
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分
け
る
方
が
、
よ
り
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

し
づ
む
［
沈
］（
動
四
）
シ
ヅ
ム
［
沈
］（
下
二
段
）
に
対
す
る
自
動
詞
。
❶
沈
む
。
水
に
沈
む
。

（
用
例
、
略
）
❷
沈
潜
す
る
。（
用
例
、
略
）【
考
】（｢

沈
痾
自
哀
文
」
に
つ
い
て
、
略
）
｟
元

「
し
づ
む
［
沈
］（
動
四)

」
の
❶
❸
｠

し
づ
む
［
鎮
］
（
動
四
）
シ
ヅ
ム
［
鎮
］（
下
二
段
）
に
対
す
る
自
動
詞
。
鎮
ま
る
。
静
か
に
な

る
。（
用
例
、
略
）
｟
元
「
し
づ
む
［
沈
］（
動
四)

」
の
❷
｠

し
づ
む
［
沈
］
（
動
下
二
）
シ
ヅ
ム
［
沈
］（
四
段
）
に
対
す
る
他
動
詞
。
沈
め
る
。
水
に
沈
め

る
。（
用
例
、
略
）
｟
元
「
し
づ
む
［
沈
・
鎮
］（
動
下
二
）」
の
❶
｠

し
づ
む
［
鎮
］（
動
下
二
）
シ
ヅ
ム
［
鎮
］（
四
段
）・
シ
ヅ
マ
ル
（
四
段
）
に
対
す
る
他
動
詞
。

鎮
ま
ら
せ
る
。
静
め
る
。（
用
例
、
略
）
｟
元
「
し
づ
む
［
沈
・
鎮
］（
動
下
二)

」
の
❷
｠

こ
の
よ
う
に
、
自
動
詞
〔
四
段
〕
と
他
動
詞
〔
下
二
段
〕
と
を
分
け
る
上
に
、
沈
む
・
沈
め
る
意
と
鎮

ま
る
・
鎮
め
る
意
と
を
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
意
味
の
違
い
は
か
な
り
わ
か
り
や
す
く
な
る
と
言
え
る
。

こ
こ
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
の
金
田
一
法
則
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

金
田
一
春
彦
氏

「
現
代
語
方
言
の
比
較
か
ら
観
た
平
安
朝
ア
ク
セ
ン
ト

―
特
に
二
音
節
名
詞
に
就

(一)

て

―｣

（｢

方
言
」
７-

６
［19

3
7
.
7

］）
・

「
類
聚
名
義
抄
和
訓
に
施
さ
れ
た
る
声
符
に
就
て｣

（
『
日
本

(二)

語
音
韻
音
調
史
の
研
究
』［20

0
1
.
1

吉
川
弘
文
館]

〔
第
二
編
二
、
も
と
橋
本
博
士
還
暦
記
念
会
『
国
語
学

論
集
』
［1

9
4
4
.
1
0

岩
波
書
店
］
〕
）・

「
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
研
究
が
何
に
役
立
つ
か
」
（
『
日
本
語
音

(三)

、

『

韻
音
調
史
の
研
究
』[

前
掲
］〔
第
三
編
一

も
と

言
語
民
俗
論
叢
』[

1
95
3
.
5

三
省
堂
］
〕
）
は
、

古

稀

記

念

金
田
一
博
士

古
代
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
と
り
わ
け
、
同
氏

に
、

(三)

《
あ
る
語
が
高
く
始
ま
る
な
ら
ば
、
そ
の
派
生
語
・
複
合
語
も
す
べ
て
高
く
始
ま
り
、
あ
る
語
が

低
く
始
ま
る
な
ら
ば
、
そ
の
派
生
語
・
複
合
語
も
す
べ
て
低
く
始
ま
る
》

と
ま
と
め
ら
れ
、
金
田
一
法
則
と
呼
ば
れ
る
。

実
は
、『
類
聚
名
義
抄
』(

以
下
、『
名
義
抄
』
と
示
す
）
の
声
点
を
見
る
と
、

し
ょ
う
て
ん

沈
シ
ヅ
ム

（
上
上
〇
）
（
図
二
一
）

潜
シ
ヅ
ム
（
上
上
〇
）
（
図
一
三
）

記

鎮
シ
ヅ
ム
（
平
平
東
）
（
観
僧
上
一
三
七[

オ]

）

靖
シ
ヅ
メ
タ
リ

（
平
平
東
〇
〇
）
（
図
一
二
六
）

白

70

と
あ
る
（
「
上
」
は
上
声
〔
高
い
ア
ク
セ
ン
ト
〕
、「
平
」
は
平
声
〔
低
い
ア
ク
セ
ン
ト
〕、｢

東｣

は
平
声
軽

じ
ょ
う
し
ょ
う

ひ
ょ
う
し
ょ
う

け
い

〔
下
が
る
ア
ク
セ
ン
ト
〕、｢

〇｣

は
声
点
な
し
、｢

上｣
｢

平
」
の
右
傍
線
は
双
点
〔
濁
音
〕、｢

図
」
は
図
書

寮
本
、｢

観
」
は
観
智
院
本
を
表
し
、
ま
た
、｢

図
」
の
訓
に
付
さ
れ
た
小
漢
字
は
出
典
で
、｢

記

」
は
史
記

か
〔
日
本
書
紀
か
と
も
〕、｢

白

」
は
白
氏
文
集
を
表
す)

。

つ
ま
り
、
シ
ヅ
ム
［
沈
］
は
高
く
始
ま
る
高
起
式
、
シ
ヅ
ム
［
鎮
］
は
低
く
始
ま
る
低
起
式
で
あ
り
、

両
者
は
別
語
と
見
る
の
が
よ
い
こ
と
に
な
る
。
四
つ
の
項
を
立
て
る
こ
と
の
意
味
が
、
こ
こ
に
あ
る
。
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右
の
四
つ
の
項
の
う
ち
の
シ
ヅ
ム
［
鎮
］〔
下
二
段
〕
が
動
詞
化
接
尾
辞
ル
を
伴
っ
て
派
生
し
た
と
と
ら

え
ら
れ
る
も
の
に
、
シ
ヅ
マ
ル
［
鎮
］〔
四
段
〕
が
あ
る
。
シ
ヅ
マ
ル
［
鎮
］
は
自
動
詞
で
あ
る
の
で
、
他

動
詞
シ
ヅ
ム
［
鎮]

〔
下
二
段
〕
に
対
す
る
自
動
詞
に
、
形
態
の
異
な
る
シ
ヅ
ム
［
鎮]

〔
四
段
〕
と
シ
ヅ

マ
ル
［
鎮
］
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
シ
ヅ
ム
［
鎮]

〔
四
段
〕
と
シ
ヅ
マ
ル
［
鎮]

と
は
、
表
す
意
味
が
少
し
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
上
代
編
』
に
、
シ
ヅ
マ
ル
［
鎮
］
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

し
づ
ま
る
［
鎮
］（
動
四
）
静
か
に
な
る
。
一
定
の
場
所
に
落
着
く
。
神
が
鎮
坐
す
る
意
に
用
い

る
こ
と
が
多
い
。
シ
ヅ
ム
（
下
二
段
）
②
に
対
す
る
自
動
詞
。「
朝
裳
よ
し
き
の
へ
の
宮
を
常ト

コ

宮
と
高
く
し
ま
つ
り
て
神
な
が
ら
安
定
ま
し
ぬ
」（
万
一
九
九
）「
如
レ

此
歌
、
即
為
二

宇
伎
由

ミ
ヤ

し
づ
ま
り

ウ

キ

ユ

比
一

而
、
宇
那
賀
気
理
弖
、
至
レ

今

鎮

坐
也
」（
記
神
代
）「
拆
久
志
呂
五
十
鈴
宮
尓

鎮
理

定
理

ヒ

ウ

ナ

ガ

ケ

リ

テ

し
づ
ま
り

サ
ク

ク

シ

ロ

し
づ
ま
り

給
止

国
保
伎
給
支

」（
倭
姫
世
紀
）「
国
内
漸

謐

」〈
謐
志
津
末
留

〉（
崇
神
紀
七
年
・
私
記
丙
本
）

ホ

キ

し
づ
ま
り

し

づ
ま

る

｢

時
父
神
聞
而
奇
之
、
乃
設
二

八
重
席
一

迎
入
、
坐

定

因
問
二

来
意
一

」（
神
代
紀
下
）｢

八
雲
立

ア
ヤ
シ
ミ
テ

ヰ
し
づ
ま
る
ト
キ

出
雲
国
者
、
我

静

坐
国
」（
出
雲
風
土
記
意
宇
郡
）「
寂
シ
ヅ
カ
ナ
リ
、
シ
ヅ
マ
リ
ニ
タ
リ

」（
名
義
抄
）

し
づ
ま
り

実
の
と
こ
ろ
、
上
代
に
お
け
る
シ
ヅ
マ
ル
［
鎮
］
の
意
味
は
、「
静
か
に
な
る
。
一
定
の
場
所
に
落
着
く
。

〝

神
が
鎮
坐
す
る
意
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
」
と
す
る
よ
り
は
、
神
霊
が
一
定
の
場
所
に
落
ち
着
く
。

〟

国
内
が
静
か
に
な
る
。

意
と
い
う
、
特
定
の
意
を
表
す
と
と
ら
え
る
の
が
よ
く
、
そ
れ
に
対
し
て
、
鎮
ま

る
意
は
、
一
般
的
に
シ
ヅ
ム
［
鎮
］〔
四
段
〕
が
表
す
と
い
う
よ
う
に
、
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
か
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
平
安
初
期
の
シ
ヅ
マ
ル
［
鎮
］
に
は
、
「
掛
畏
支

大
菩
薩
如
レ

故
尓

安
穩
尓

靜

坐
天｣

（
文

利万

徳
実
録
・
斉
衡
二[

8
5
5
]

年
九
月
宣
命)

〔
掛
け
ま
く
も

畏
支

大
菩
薩
故
の
如
く
尓

安
ら
け
く

穏
尓

静
万
利

坐

か

か
し
こ
キ

も
と

ニ

お
だ
ひ
ニ
し
づ
マ

リ
ま
し

〝

〟

天

〕
の
よ
う
に
、「
神
霊
が
」
と
言
う
よ
り

仏
が

と
す
る
の
が
よ
い
と
見
ら
れ
る
例
も
あ
る
。

テ

『

』

そ
れ
が
、
平
安
中
期
以
降
に
は
、｢

宵
の
ま
し
づ
ま
り
た
る
に
」(

蜻
蛉
日
記

)

、｢

人
も
寝
し
づ
ま
り

よ
ゐ[

ひ]

ね

『

』

に
け
れ
ば｣

「
皆
人
々
し
づ
ま
り
ぬ
る
を
り
に｣

（

落
窪
物
語

）
な
ど
の
よ
う
に
、｢

人｣

「
人
々
」
な
ど

み
な

『

が
（

蜻
蛉
日
記
』
の
例
に
は
、
そ
の
前
に
「
い
み
じ
う
さ
わ
ぐ
」
と
あ
る)

、
鎮
ま
る
意
と
い
う
よ
り
は

静
ま
る
意
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

『

『
上
代
編
』
に
挙
げ
ら
れ
る
例
に
も
、｢

國
内
漸

謐
。

｣

（

日
本
書
紀
』
巻
五
・
崇
神
天
皇
七
年
・
熱

に
シ
ツ
マ
リ
ヌ

田
本
）〔
国
の
内
は
漸
く
に
謐
ま
り
ぬ
。
〕
の
よ
う
に
、｢

国
内
が
静
か
に
な
る
」
意
の
例
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

く
に

う
ち

や
う
や

し
づ

下
る
と
「
人｣

「
人
々
」
な
ど
が
静
か
に
な
る
意
に
拡
大
し
て
行
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
蜻
蛉
日

記
』
に
は
、｢

雨
い
た
く
ふ
り
、
神
い
と
い
た
く
な
る
を
、
胸
ふ
た
が
り
て
な
げ
く
。
す
こ
し
し
づ
ま
り
て
」

む
ね

の
よ
う
に
雨
・
雷
が
静
ま
る
例
も
あ
り
（
こ
の
方
が
「
神
霊
が
一
定
の
場
所
に
落
ち
着
く
」
意
に
近
い
）、

何
が
静
ま
る
か
と
い
う
範
囲
が
、
次
第
に
広
く
な
っ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
シ
ヅ
マ
ル
［
鎮
］

が
意
味
を
拡
大
し
よ
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
シ
ヅ
ム

[

鎮]

〔
四
段
〕
は
ほ
ぼ
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
行
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
宮
島
達
夫
氏
等
『
日
本

古
典
対
照
分
類
語
彙
表
』［2

0
14
.
6

笠
間
書
院
］
に
、｢

動
下
二
」
の
「
し
づ
む
」
は

｢

鎮
・
沈
」
と
あ
る

の
に
対
し
て
、｢

動
四
」
の
「
し
づ
む
」
は
「
沈
」
と
の
み
あ
る
。

ま
た
、
シ
ヅ
ム
［
鎮
］
か
ら
シ
ヅ
マ
ル
が
派
生
す
る
の
に
対
し
て
、
シ
ヅ
ム
［
沈
］
が
動
詞
化
接
尾
辞

を
伴
っ
て
派
生
し
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
例
は
、
上
代
・
中
古
に
見
当
た
ら
ず
、
近
代
ま
で
下
っ
て
も
、
シ

｟

｠

ヅ
マ
ス
［
沈]

〔
四
段
〕
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
（
永
井
荷
風
「
野
心
」
二

に
「

さ
う
ね
。

と
云
つ
た

が
、
猶
顔
を
沈
ま
し
て
居
る
。」
の
例
が
あ
る
）。
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〔

『
日
本
国
語
大
辞
典
』〔
第
二
版
・
精
選
版
〕[

小
学
館]

は
、「
し
ず･

め
る
め
る

【
鎮
・
静
】

他
マ
下
一
〕

し
づ

〕

文
し
づ･

む
〔
他
マ
下
二

」
の
項
に
「｢

沈
め
る
」
と
同
語
源
」
と
あ
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
考
慮
に
入
れ
て

い
な
い
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、『
岩
波
古
語
辞
典
』〔
初
版
・
補
訂
版
〕［
岩
波
書
店
］
は
、｢

｢

用
語
」
に
つ

い
て
」
に
「
ア
ク
セ
ン
ト
」
の
欄
が
あ
り
、
金
田
一
法
則
と
記
し
て
い
な
い
が
そ
れ
に
基
づ
い
た
内
容
を

説
明
し
て
い
る
の
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「
し
づ･

め
【
沈
め

〕

（

）

》

・
鎮
め
】
一
〔
下
二

」
の
項
で
、｢

❶
《
シ
ヅ
ミ

沈

の
他
動
詞
形
。「
浮
か
べ
」
の
対

」
と
「
❷
《
シ

ヅ
マ
リ
（
鎮
）
の
他
動
詞
形
。
活
動
し
て
い
る
も
の
の
動
き
を
沈
静
さ
せ
る
意
》
」
と
を
括
っ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
も
見
ら
れ
る
。

な
お
、
金
田
一
法
則
に
つ
い
て
、
金
田
一
氏

「
去
声
点
で
は
じ
ま
る
語
彙
に
つ
い
て

―
本
誌
第

(四)

90

集
所
載
の
望
月
郁
子
氏
の
論
文
を
読
ん
で

―｣

（｢

国
語
学
」

［1
9
7
3
.6
]

）
に
、
金
田
一
氏
自
身
が
、

93

｢

私
の
法
則
を
破
る
例
外
的
な
事
実
」
の
一
つ
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

動
詞
「
明
く
」
が
上
平
型
で
あ
る
の
に
、
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
の
「
明
ら
か
」
は
平
平
上
平
型

で
あ
る
の
は
変
で
は
な
い
か
。（
略
）｢

〇
〇
ら
か｣
「
〇
〇
や
か
」
と
い
う
形
の
形
容
動
詞
の
語

幹
が
、
原
則
と
し
て
平
平
上
平
型
で
あ
る
の
で
、
そ
の
型
に
類
推
し
て
そ
う
な
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

実
際
に
、
カ
・
ヤ
カ
（
ヨ
カ
）・
ラ
カ
（
ロ
カ
）
を
末
尾
に
持
つ
形
容
動
詞
語
幹
は
、
三
音
節
で
は
平
上

平
、
四
音
節
で
は
平
平
上
平
、
五
音
節
で
は
平
平
平
上
平
で
あ
っ
て
、
金
田
一
法
則
の
例
外
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
シ
ヅ
カ
［
静
］
は
、｢

謐
シ
ヅ
カ
ナ
リ

（
平
上
平
〇
〇)｣

（
『
名
義
抄
』
図
九
九
、「
後

」
は
後
漢
書
）
の

後

よ
う
に
低
起
式
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
高
起
式
の
シ
ヅ
ム
［
沈
］
と
と
も
に
と
ら
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味

し
な
い
。
と
は
言
っ
て
も
、
鎮
ま
る
意
と
静
ま
る
意
と
の
連
続
性
か
ら
見
る
と
、
シ
ヅ
カ
［
静
］
は
シ
ヅ

ム
［
沈
］
よ
り
シ
ヅ
ム
［
鎮
］
と
と
も
に
と
ら
え
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（｢

下
」
に
続
く
）


